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公益財団法人旭硝子奨学会
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(名称)

第 1条

公益財団法人旭硝子奨学会定款

第 1章総則

この法人は、公益財団法人旭硝子奨学会と称する。

(事務所)

第 2条

この法人は、主たる事務所を東京都千代田区に置く口

第2章目的及び事業

(目的)

第 3条

この法人は、日本人学生及び生徒並びに外国人留学生のうち、経済的援助を必要とす

る優れた人材に対して、奨学金を支給することにより、国内外の社会に有用な人材を

育成することを目的とする口

(事業)

第4条

この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

( 1 )日本人学生及び生徒並びに外国人留学生に対する奨学金の給与

(2 )奨学生に対する指導助言

(3)その他この法人の目的を達成するために必要な事業

2. 前項の事業は、日本全国において行うものとする。

(基本財産)

第 5条

第3章資産及び会計

基本財産は、別表に掲げる財産及びこの法人の目的を達成するために不可欠な財産と

して理事会で定めた財産とする口

2. 基本財産は、この法人の目的を達成するために善良な管理者の注意をもって管理しな
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